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 記者発表資料（５）                      福 島 市  
 

令和７年３月１９日 

 

福島市水道通水 100周年記念式典・講演会開催 

一般来場者の募集開始 
 

 

本市は、令和７年４月に水道通水１００周年を迎えます。これを記念して下記により式典

および記念講演会を一般公開で開催します。 

 

記 

 

１．日時／  令和７年５月２６日（月）午後１時３０分～午後４時 

 

２．場所／  キョウワグループ・テルサホール ＦＴホール（上町４－２５） 

 

３．内容／ 【第1部】午後１時３０分～２時２０分 

・開式 

・式辞（市長）、祝辞、来賓紹介、祝電披露（３０分程度） 

・特別表彰、受章者挨拶（１０分程度） 

・水道事業の歴史を振り返る記念映像の放映（３分程度） 

【第2部】午後２時３０分～３時５０分 

・寺川綾氏による講演（５０分程度）講演テーマ：「挑戦」 

・福島県立橘高等学校合唱団による合唱（２０分程度） 

       ・閉式 

 

４．定員／ ２００名（入場無料） 

 

５．申し込み方法／ 事前申込制（オンライン申請） 

          申込期間：令和７年３月１９日から５月２５日まで 

※当日、席に余裕がある場合は、事前申し込みなしでも参加いただけます。 

 

担当：経営企画課 広報営業係 

   課長 岡部 課長補佐 佐藤 

   電話024-535-1120（直通） 



一般来場者の募集を開始

【日時】

令和７年５月２６日(月) 午後１時３０分～午後４時

【会場】
キョウワグループ・テルサホール FTホール

【来賓】
国、県、議員、日本水道協会、他水道事業体等 約１２０名

【一般来場者定員・申し込み方法】
定 員：最大２００名（事前申込制）
申込期間：令和７年３月１９日～５月２５日（オンライン申請）
※当日、席に余裕がある場合は、事前申し込みなしでも参加いただけます。

福島市水道通水100周年記念式典・講演会開催
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100周年記念式典概要

①記念講演

【講演者】

【講演テーマ】

寺川 綾氏
てらかわ あや

「挑戦」

【略 歴】
2009年、2010年は日本選手権で
“背泳ぎ三冠”を達成。
2011年世界選手権では50ｍ背泳
ぎで銀メダル。
2012年ロンドンオリンピックで
は100ｍ背泳ぎで銅メダルに輝き、
400ｍメドレーリレーでは、
第１泳者として銅メダル獲得に
貢献。
2013年世界選手権では、50ｍ、
100ｍ背泳ぎの２種目で銅メダル
に輝いた。
同年、12月に引退を表明。
現在、ミズノ㈱スイムチーム
コーチとして後進の指導及びス
ポーツの振興に尽くす。

②地元高校によるアトラクション

通水開始100年の歴

史を振り返るバナース

タンドを展示。その後

のイベント等でも活用

③水道通水100周年記念歴史動画上映

福島市水道局の100年の

歴史を振り返る1分程度の

動画3本（創世記・拡張期・

未来に向けて）作成

④水道歴史展（バナースタンド展示）

【演奏者】

第76回全日本合唱コンクール東北支部大会金賞受賞
第18回声楽アンサンブルコンテスト全国大会出場

福島県立
橘高等学校合唱団ミズノ株式会社 /

ミズノスイムチームコーチ
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100周年記念事業

①１００周年記念ロゴマーク ②冷水器設置

ロゴマークデザインについて
パッと見でキレイな“水”をイメージできるような

デザインにしました。
１００の文字に色差をつけることにより文字を目立

たせ、吾妻小富士は実際の山の写真を参考にリアルに
表現しました。
１００thの文字の右側の意匠はダムから送られる清

浄な水の流れをイメージしています。

福島の水道水について感じること
福島市の水道水は飲みやすいし、においもしない、

とてもおいしい。
小さいころから飲んでいた福島の水道水のおいしさ

は、地元にいると当たり前すぎて意識していなかった
が、福島を離れることによって改めて気づくことがで
きた。

【福島学院大学との共同制作】
地元大学と共同で制作し、記念
事業のシンボルとして活用

職員名札用シール、公用車用
マグネットシートを作成。
その他様々な媒体で活用

【活用】

▼ロゴマークをデザインした

環境負荷の低減と蛇口回帰
の施策の一環として、マイ
ボトル専用給水機を設置

【活用】
マイボトルの利用促進
水道水のおいしさのＰＲ

冷水器の紹介動画はコチラ▼

100周年記念事業を水道局公式インスタで発信中▶▶▶
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せき みなほ

関美奈帆さん
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